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特
集福祉サービスのさらなる質の向上にむけて

～「福祉サービス第三者評価事業」のこれから～

　福祉サービス第三者評価事業（以下、第三者評価）は、福祉サービス事業者及び利用者以外の公平・中立な第三
者評価機関が、専門的かつ客観的な立場から事業者の提供する福祉サービスの質を評価する事業として平成16年度
から本格的に実施され、本県では「かながわ福祉サービス第三者評価推進機構」（以下、推進機構）が、都道府県
における第三者評価の推進組織の役割を担っています。
　今回は、事業開始からおよそ20年を迎え、さまざまな課題も見えてきた第三者評価について、改めて事業の目的
と現状を振り返りながら、今後のあり方について考えていきます。

第
三
者
評
価
の
一
層
の
理
解
促
進

　

第
三
者
評
価
の
目
的
は
、
①
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
が
運
営
上
の
問
題
点
を
具
体

的
に
把
握
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に

結
び
付
け
る
こ
と
、
②
評
価
結
果
の
公
表

に
よ
り
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
サ
ー
ビ

ス
の
選
択
を
支
援
す
る
こ
と
の
２
点
で
す
。

　

第
三
者
評
価
は
、
原
則
と
し
て
事
業
者

の
任
意
で
受
審
す
る
も
の
で
、
事
業
者
と

評
価
を
実
施
す
る
「
第
三
者
評
価
機
関
」

（
以
下
、
評
価
機
関
。
推
進
機
構
の
認
証
評

価
機
関
は
令
和
４
年
４
月
１
日
現
在
21
機

関
）
と
の
契
約
に
基
づ
き
行
わ
れ
ま
す
が
、

「
評
価
」
と
い
う
言
葉
か
ら
、
行
政
に
よ
る

監
査
と
混
同
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

監
査
は
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
が
最
低
基
準

を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
の
点
検
で
す

が
、
第
三
者
評
価
は
、
現
状
の
サ
ー
ビ
ス

の
評
価
に
加
え
「
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上

に
む
け
て
取
り
組
む
に
あ
た
っ
て
の
目
安

と
な
る
水
準
」
に
向
け
て
、
事
業
者
自
身

の
気
づ
き
を
促
す
も
の
で
、
本
質
的
に
目

的
が
異
な
り
、
第
三
者
評
価
は
監
査
を
補

完
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
が
事
業

者
を
選
択
す
る
際
の
情
報
は
『
情
報
公
表

制
度
』
に
よ
り
提
供
し
て
い
る
た
め
問
題

は
な
い
」
と
第
三
者
評
価
の
受
審
に
消
極

的
な
事
業
所
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
第
三
者

評
価
は
「
サ
ー
ビ
ス
内
容
の
公
表
」
で
は

な
く
「
サ
ー
ビ
ス
の
質
に
対
す
る
評
価
の

公
表
」
で
あ
る
と
い
う
点
が
大
き
く
異
な

り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
も
あ
り
、
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
質
の
向
上
が
事
業
者
の
主
体
性
に
基

づ
い
て
進
む
よ
う
、
行
政
（
法
人
お
よ
び

施
設
・
事
業
所
の
所
管
部
署
）
も
含
め
、

本
事
業
の
理
解
促
進
が
一
層
必
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。

評
価
基
準
等
を
見
直
し
な
が
ら
推
進

　

第
三
者
評
価
の
実
施
手
順
は
次
の
と
お

り
で
す
。

　

事
業
者
自
身
が
質
の
向
上
に
主
体
的
に

取
り
組
む
観
点
か
ら
、
ま
ず
自
ら
の
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
の
自
己
評
価
を
行
い
ま

す
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
を
経
る
こ
と
で
、
事

業
者
内
で
課
題
の
共
有
が
図
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
後
、
評
価
機
関
か
ら
評
価
調
査
者

が
派
遣
さ
れ
ま
す
。
評
価
調
査
者
は
、
自

己
評
価
や
利
用
者
調
査
の
結
果
、
各
種
資

料
を
基
に
、
各
評
価
項
目
に
つ
い
て
利
用

者
目
線
か
ら
調
査
を
行
い
、
課
題
だ
け
で

な
く
好
ま
し
い
点
や
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
さ

ら
に
高
め
る
た
め
の
提
案
を
し
な
が
ら
、

事
業
者
の
合
意
を
得
て
、
最
終
的
な
報
告

書
に
ま
と
め
ま
す
。
報
告
書
は
本
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
表
さ
れ
ま
す
。

　

第
三
者
評
価
で
は
現
状
の
サ
ー
ビ
ス
に

対
す
る
評
価
だ
け
で
な
く
、さ
ら
な
る
サ
ー

ビ
ス
の
質
の
向
上
に
む
け
、
伸
び
し
ろ
を

把
握
す
る
こ
と
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

評
価
項
目
に
は
ａ
・
ｂ
・
ｃ
が
付
与
さ
れ

ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
ラ
ン
ク
付
け
で
は
な

く
「
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
む
け
て
取

り
組
む
に
あ
た
っ
て
の
目
安
と
な
る
水
準
」

へ
の
「
到
達
度
」
で
あ
る
た
め
「
ｂ
＝
サ
ー

ビ
ス
が
不
十
分
」
で
は
な
い
、
と
い
う
点

に
注
意
が
必
要
で
す
（
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
で
は
多
く
の
事
業
者
が
含
ま
れ
る
標
準

を
「
ｂ
」
と
位
置
付
け
て
い
ま
す
）。

　

な
お
、
本
県
で
は
、
第
三
者
評
価
制
度

実
施
以
後
、
横
浜
市
、
川
崎
市
、
県
の
そ

れ
ぞ
れ
が
独
自
に
評
価
基
準
を
定
め
て
い

ま
し
た
が
、
平
成
30
年
度
に
横
浜
市
、
川

崎
市
、
県
、
推
進
機
構
で
評
価
基
準
等
の

見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。
現
在
は
国
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
く
全
国
標
準
の
評
価

基
準
に
準
拠
し
た
評
価
が
行
わ
れ
て
お

り
、
こ
れ
に
よ
り
政
令
市
と
県
の
評
価
結

果
の
客
観
的
な
比
較
が
容
易
に
な
り
ま
し

た
（
た
だ
し
、
障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

へ
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
そ
の
特
性
を
考

慮
し
、
全
国
標
準
で
は
な
く
、
よ
り
自
己

評
価
を
重
視
し
た
本
県
独
自
の
方
式
を
採

用
し
て
い
ま
す
）。

評
価
調
査
者
の
質
の
向
上

　

本
県
に
お
け
る
直
近
３
年
間
の
受
審
状

最低基準・指定基準

実際のサービス水準

 

監
査

第
三
者
評
価

第三者評価事業と最低基準
および監査との関係

厚労省「福祉サービスにおける第三者評価事
業に関する報告書」（平成13年３月）をもとに
本会作成
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SPECIAL EDITION

況
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
っ
て
も
受
審
総
数

が
増
加
し
て
い
ま
す
（
左
グ
ラ
フ
参
照
）。

　

推
進
機
構
で
は
、
毎
年
受
審
し
た
事
業

者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
受
審
の
効

果
や
満
足
度
等
を
測
っ
て
お
り
、
昨
年
度

受
審
し
た
３
６
０
の
事
業
所
か
ら
２
７
３

た
提
言
を
報
告
書
に
ま
と
め
、
令
和
４
年

３
月
30
日
に
厚
生
労
働
省
に
提
出
し
ま
し

た
（
令
和
４
年
５
月
号
・
５
面
参
照
）。

　

報
告
書
で
は
、
本
事
業
の
意
義
・
目
的

が
十
分
に
理
解
さ
れ
て
い
な
い
点
に
加

え
、
都
道
府
県
推
進
組
織
の
体
制
や
運
営

面
の
格
差
の
存
在
や
、
評
価
機
関
が
安
定

し
て
運
営
で
き
る
仕
組
み
が
構
築
さ
れ
て

い
な
い
と
い
っ
た
課
題
を
指
摘
し
、
さ
ら

に
評
価
結
果
の
公
表
の
あ
り
方
に
つ
い
て

も
、
利
用
者
の
選
択
に
役
立
つ
内
容
で
あ

る
か
、
と
い
う
問
題
提
起
を
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
第
三
者
評
価
の
意
義
・
目
的
の

再
整
理
や
、
都
道
府
県
推
進
組
織
の
格
差

を
是
正
す
る
た
め
の
国
に
よ
る
組
織
の
設

置
、
評
価
機
関
が
安
定
的
に
評
価
を
実
施

で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
、
さ
ら
に
事
業
者

の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
受
審
メ
ニ
ュ
ー
の
あ

り
方
、
利
用
者
の
選
択
に
資
す
る
た
め
の

公
表
へ
の
改
善
等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

か
な
が
わ
の
第
三
者
評
価
の
こ
れ
か
ら

　

全
社
協
の
提
言
を
受
け
、
こ
れ
ら
の
課

題
解
決
に
向
け
た
制
度
の
見
直
し
を
含
む

取
り
組
み
が
急
が
れ
ま
す
が
、
推
進
機
構

で
は
今
後
の
国
の
動
向
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
適
切
な
第
三
者
評
価
の
あ
り
方
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
推
進
機
構
で
は
、
平
成
30
年
度

の
評
価
基
準
等
の
見
直
し
後
も
、
令
和
元

年
度
か
ら
３
年
間
を
検
証
期
間
と
し
て
今

後
の
取
り
組
み
を
ま
と
め
ま
し
た
。
そ
の

中
で
、
令
和
６
年
度
ま
で
の
方
向
性
と
し

て
①
評
価
基
準
に
係
わ
る
検
討
、
②
評
価

結
果
の
公
表
方
法
等
普
及
・
推
進
に
向
け

た
検
討
、
③
評
価
機
関
・
評
価
調
査
者
へ

の
支
援
の
３
点
を
掲
げ
て
い
ま
す
が
、
全

社
協
の
検
討
会
で
の
課
題
と
重
な
る
部
分

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
を
も
と

に
令
和
４
年
度
よ
り
①
障
害
者
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
第
三
者
評
価
手
法
の
充
実
、
②
事

業
者
向
け
受
審
の
手
引
き
の
改
訂
、
③
自

己
評
価
・
利
用
者
調
査
の
充
実
に
向
け
た

検
討
等
、
年
次
計
画
に
沿
っ
て
着
手
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
受
審
促
進
に
向
け
、
県
と
の
協

働
に
よ
り
受
審
を
希
望
す
る
事
業
者
を
対

象
と
し
た
説
明
会
を
実
施
し
、
第
三
者
評

価
の
説
明
と
と
も
に
受
審
事
業
者
の
体
験

報
告
を
行
う
ほ
か
、
本
会
経
営
者
部
会
と

し
て
も
会
員
を
対
象
と
し
た
受
審
助
成
制

度
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。
さ
ら
に
評

価
調
査
者
の
養
成
に
つ
い
て
も
、
評
価
機

関
と
お
互
い
の
役
割
分
担
を
整
理
し
な
が

ら
進
め
ま
す
。

　

全
社
協
は
提
言
の
中
で
「
今
が
第
三
者

評
価
の
存
続
を
考
え
る
ラ
ス
ト
チ
ャ
ン
ス
」

と
述
べ
て
い
ま
す
。
推
進
機
構
で
も
国
の

施
策
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
よ
り
良
い

事
業
の
実
施
に
む
け
て
引
き
続
き
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
か
な
が
わ
福
祉
サ
ー
ビ
ス

第
三
者
評
価
推
進
機
構
）

20
年
を
経
て
見
え
て
き
た
課
題

　

一
方
で
、
第
三
者
評
価
の
受
審
率
は
全

国
的
に
は
低
調
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
令

和
２
年
度
の
結
果
で
は
、
３
年
に
１
度
の

受
審
が
義
務
化
さ
れ
て
い
る
社
会
的
養
護

関
係
施
設
を
除
い
た
受
審
数
が
１
０
０
件

（
３
桁
）を
超
え
た
都
道
府
県
は
本
県
を
含

め
４
都
府
県
で
、
25
の
県
で
１
桁
と
い
う

結
果
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
現
状
に
、
全
社
協
で
は
本
事

業
に
関
す
る
検
討
会
を
設
置
。
全
国
的
に

見
ら
れ
る
課
題
を
整
理
し
、
改
善
に
向
け

件
（
回
収
率
75
・
８
％
）
の
回
答
が
得
ら

れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
受
審
の
効
果
と

し
て
「
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
の
気
づ
き

を
得
た
」「
職
員
の
意
識
向
上
に
つ
な
が
っ

た
」「
利
用
者
及
び
保
護
者
の
考
え
方
を
知

る
こ
と
が
で
き
た
」「
利
用
者
及
び
保
護
者

に
対
し
、
情
報
提
供
で
き
た
」
と
い
う
意

見
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、
第
三
者
評
価
の
目

的
に
沿
っ
た
効
果
を
得
て
い
る
こ
と
が
伺

え
ま
す
。

　

ま
た
、
評
価
調
査
者
に
対
し
て
は
「
非

常
に
満
足
」「
概
ね
満
足
」
を
合
わ
せ
る
と

い
ず
れ
も
90
％
を
超
え
て
お
り
「
丁
寧
な

説
明
と
細
や
か
な
助
言
」「
努
力
部
分
や
良

い
と
こ
ろ
に
目
を
向
け
ら
れ
た
こ
と
で
意

欲
が
高
ま
っ
た
」
と
い
う
意
見
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
が
、「
現
場
へ
の
知
識
・
理
解
が

不
足
」
と
い
っ
た
不
満
も
僅
か
に
見
ら
れ

ま
し
た
。

　

推
進
機
構
で
は
、
こ
れ
ら
の
貴
重
な
声

を
今
後
の
活
動
に
生
か
せ
る
よ
う
、
県
内

評
価
機
関
の
連
絡
会
や
評
価
調
査
者
の
研

修
会
で
課
題
共
有
を
図
り
ま
す
。

高齢, 10高齢, 10

高齢, 10高齢, 10

障害, 54障害, 54

障害, 54障害, 54

障害, 72障害, 72

児童, 219児童, 219

児童, 225児童, 225

児童, 278児童, 278

保護, 2保護, 2

保護, 11保護, 11

保護, 0保護, 0

0 50 100 150 200 250 300 350 400

令和
元年度

令和
2年度

令和
3年度

（件）

高齢高齢 障害障害 児童児童 保護保護

高齢, 19高齢, 19

令和３年度
第三者評価受審の効果

令和元～３年度
県内の分野別・第三者評価受審件数の推移

ア, 213ア, 213

単位：件

イ, 187イ, 187

ウ, 168ウ, 168

エ, 80
オ, 12

ア　サービス向上のための気づきを得た
イ　職員の意識向上につながった
ウ　利用者及び保護者の考え方を
　　知ることができた
エ　利用者及び保護者に対し、情報提供できた
オ　その他

本
県
の
第
三
者
評
価
結
果
公
表
Ｈ
Ｐ

へ
の
ア
ク
セ
ス
は
こ
ち
ら
↓
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自
分
ら
し
く
、
人
と
つ
な
が
ろ
う

 
―（
Ｎ
）あ
で
は
で
神
奈
川
・
か
な
が
わ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
協
働
事
業

　

地
域
共
生
社
会
の
実
現
や
包
括
的
支

援
体
制
の
構
築
に
向
け
た
動
き
の
中
、

誰
も
が
担
い
手
と
し
て
参
加
し
、
活
躍

で
き
る
場
の
創
造
が
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

本
会
か
な
が
わ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
（
以
下
、
本
会
）
で
は
、
と
も
し

び
基
金
に
よ
る
協
働
モ
デ
ル
助
成
事
業

と
し
て
、（
Ｎ
）
あ
で
は
で
神
奈
川
（
以

下
、
あ
で
は
で
）
と
共
に
「
自
分
ら
し

く
、
人
と
つ
な
が
ろ
う
、
人
と
の
関
係

づ
く
り
が
苦
手
な
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
推
進
事
業
（
以
下
、
本
テ
ー
マ
）」

を
昨
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

あ
で
は
で
神
奈
川
と
は

　
「
あ
で
は
で
」
は
、
発
達
障
害
な
ど
に

よ
る
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
た
人
た
ち
が
、

よ
り
よ
く
生
き
て
い
く
た
め
に
、
助
け

合
い
、
支
え
合
っ
て
い
く
セ
ル
フ
ヘ
ル

プ
・
グ
ル
ー
プ
()※
で
す
。
当
事
者
が
社

本
会
が
運
営
す
る
セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
相
談

室
を
は
じ
め
、
県
内
各
地
で
相
談
活
動

な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
活
動
の
基

礎
に
あ
る
「
自
分
ら
し
く
生
き
る
」
と

い
う
考
え
方
が
本
テ
ー
マ
と
結
び
つ
き
、

本
会
と
の
協
働
事
業
に
つ
な
が
り
ま
し

た
。ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催

　

人
と
の
関
係
づ
く
り
が
苦
手
な
人

が
、
社
会
と
の
接
点
を
持
つ
こ
と
は
簡

単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
昨
年
度
の
協
働

事
業
で
は
「
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を

や
っ
た
結
果
が
社
会
に
求
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
と
合
致
し
た
時
、
社
会
貢
献
で

き
た
と
実
感
す
る
の
で
は
な
い
か
」
な

ど
、
活
発
な
意
見
交
換
を
重
ね
、
検
討

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
ま
ず「
自

分
ら
し
く
、
人
と
つ
な
が
ろ
う
。
誰
か

の
た
め
に
出
来
る
こ
と
を
見
つ
け
よ
う
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
、メ
ン
バ
ー
間
で
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す
る
に
至
り
ま
し

た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
「
こ
と
ば
に

し
た
自
分
の
『
夢
』『
希
望
』『
可
能
性
』

か
ら
、
誰
か
の
た
め
に
出
来
る
こ
と
、

し
た
い
こ
と
を
考
え
る
」
を
目
的
に
、

参
加
者
が
思
い
思
い
に
気
持
ち
を
語
り

合
い
ま
し
た
。
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中

「
そ
の
人
の
ま
ま
で
参
加
を
し
な
が
ら
、

結
果
的
に
誰
か
の
役
に
立
つ
こ
と
が
あ

る
」
こ
と
を
参
加
者
全
員
で
確
認
で
き

る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

横
の
つ
な
が
り
も
視
野
に

　

今
年
度
は
、
昨
年
度
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る「
公

開
勉
強
会
〜
『
自
分
ら
し
さ
』
の
再
発

見
〜
」
を
９
月
に
開
催
。
セ
ル
フ
ヘ
ル

プ
・
グ
ル
ー
プ
同
士
の
横
の
つ
な
が
り

も
目
指
し
、「
あ
で
は
で
」
の
会
員
だ
け

で
な
く
、
本
会
登
録
セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
・

グ
ル
ー
プ
に
も
対
象
を
広
げ
て
行
い
ま

し
た
。
前
半
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参

加
者
と
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で
座
談
会

を
行
い
、
感
想
や
気
づ
き
な
ど
を
共
有

し
ま
し
た
。
後
半
に
は
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
県
立
保
健
福
祉
大
学
講
師
の
岸

川
学
さ
ん
が
「
社
会
参
加
は
『
そ
の
人

の
ま
ま
』
で
参
加
を
す
る
こ
と
。
他
者

と
の
比
較
や
一
定
の
水
準
で
評
価
す
る

の
で
は
な
く
、
そ
の
人
の
で
き
る
こ
と
、

得
意
な
こ
と
を
見
つ
け
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
て
、
少
し
ず

つ
活
動
を
広
げ
て
き
た
当
事
業
で
す

が
、
今
後
は
公
開
勉
強
会
等
で
得
ら
れ

た
も
の
を
本
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
研
修
へ
活
か
す
な
ど
、

多
様
な
形
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
の

可
能
性
を
考
え
な
が
ら
、
取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

 

（
地
域
課
）

　協働事業のお話が決まった時、私たちに、
一体何ができるだろうと不安でした。漠然と
した不安をまずはそのまま、職員の皆さんと
岸川先生にお話することから事業は始まりま
した。企画ミーティングを重ねて不安の一つ
ひとつを具体化し、必要なサポートとアドバ
イスをいただくことで、現時点で「あではで」
がやりたいこと、できそうなこと、やるべき
ことを整理し決めることができました。１年
目は自分に向き合うワークショップ、２年目
はワークショップを深める公開勉強会を開催
でき、感謝しています。
　私たちは不安を前に困惑して停滞し、諦め
てしまうことがあります。しかし、そのあり
のままの状態に耳を傾け、自分の不安の正体
を知り、適切にサポートされれば、一歩踏み
出せるのだと実感しました。ワークショップ
では自分の好きなことに改めて向き合い、聞
きあって、楽しい時間となりました。勉強会
には、他のセルフヘルプ・グループの方も参
加してくださり、かながわボランティアセン
ターの横のつながりをとても心強く思いまし
た。ともに企画を支え、応
援してくださったり、参加
してくださった皆さん、あ
りがとうございました。

協働事業を始めて
　　（Ｎ）あではで神奈川　代表
 山田　三千代さん　　

ワークショップ参加者の声を掲
載したまとめ集。表紙イラスト
は、あではでメンバーによる

会
や
他
者
と
の
関
係
の
中
で
、
自

分
ら
し
い
生
き
方
を
見
つ
け
、
そ

の
ま
ま
の
自
分
を
大
切
に
し
て
い

く
こ
と
を
重
視
し
て
活
動
し
て
い

ま
す
。

　

平
成
12
年
に
発
足
し
て
以
来
、

()※　

 

さ
ま
ざ
ま
な
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
た

人
た
ち
が
自
主
的
に
集
ま
り
活
動
す

る
グ
ル
ー
プ
の
こ
と
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
支
援
事
業

 

― 

医
療
・
福
祉
従
事
者
に
対
す
る
こ
こ
ろ
の
ケ
ア

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

の
長
期
化
に
よ
り
、
医
療
や
福
祉
の
最

前
線
で
働
く
方
の
中
に
は
、
心
の
不
調

を
感
じ
て
い
る
方
も
多
い
と
思
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
県
で
は
、
こ
れ
ら
の
医

療
・
福
祉
従
事
者
等
を
対
象
に
こ
こ
ろ

の
ケ
ア
を
行
う
た
め
、
電
話
相
談
事
業

を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
診
察
に
つ
な

げ
て
い
ま
す
。

　

相
談
員
が
電
話
相
談
を
受
け
る
中
で

お
聞
き
し
た
①
医
療
・
福
祉
従
事
者
が

抱
え
る
ス
ト
レ
ス
、
②
相
談
さ
れ
た
方

に
お
伝
え
し
て
い
る
ス
ト
レ
ス
の
向
き

合
い
方
や
対
応
方
法
、
③
職
場
や
同
僚

同
士
で
ス
ト
レ
ス
と
向
き
合
う
た
め
の

ヒ
ン
ト
の
３
点
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま

す
。① 

医
療
・
福
祉
従
事
者
が

抱
え
る
ス
ト
レ
ス

●
感
染
に
伴
う
心
身
の
影
響

・ 

感
染
し
た
こ
と
に
関
す
る
ス
ト
レ
ス

や
罪
悪
感
。

●
誰
か
に
話
す
こ
と

・ 

一
人
で
悩
ま
ず
、
先
輩
や
同
僚
に
相

談
し
、
と
に
か
く
ス
ト
レ
ス
を
話
す

こ
と
。

・ 

ス
ト
レ
ス
を
受
け
止
め
合
う
、
伝
え

合
う
こ
と
を
大
事
に
す
る
。
誰
か
に

話
す
こ
と
で
、
気
分
が
楽
に
な
る
。

●
ス
ト
レ
ス
対
処
の
具
体
策

・ 

自
分
が
好
き
な
こ
と
に
没
頭
す
る
時

間
、リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
時
間（
例

え
ば
、
音
楽
、
テ
レ
ビ
、
動
画
サ
イ

ト
や
、
自
然
保
護
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
自
然
に
触
れ
る
な
ど
）
を
作
る
。

・ 

罹
患
し
た
人
の
体
験
を
知
り
、
対
処

法
（
読
書
、
ビ
デ
オ
鑑
賞
な
ど
）
を

準
備
し
て
お
き
、
ス
ト
レ
ス
を
高
め

な
い
。

・ 

体
を
動
か
す
。
ス
ポ
ー
ツ
は
気
分
転

換
に
な
る
。

●
気
持
ち
の
持
ち
方

・ 

ス
ト
レ
ス
が
高
ま
っ
た
時
は
、
気
分

を
そ
ら
す
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
法
を
行
う
。

・ 

こ
れ
だ
け
蔓
延
し
て
い
た
ら
、
誰
が

か
か
っ
て
も
お
互
い
さ
ま
な
の
で
、

コ
ロ
ナ
を
心
配
し
す
ぎ
な
い
。

・ 

隔
離
処
置
等
で
孤
独
感
を
感
じ
る
の

も
皆
が
感
じ
て
い
る
事
な
の
で
、
社

・ 

理
由
も
な
く
落
ち
込
む
こ
と
が
増
え

て
、
泣
く
こ
と
も
あ
る
。

・ 

万
が
一
、
自
分
が
感
染
し
て
い
た
ら

利
用
者
や
職
場
に
迷
惑
が
か
か
っ
て

し
ま
う
と
思
い
、
常
に
高
い
ス
ト
レ

ス
に
さ
ら
さ
れ
、
う
つ
傾
向
に
な
っ

て
い
る
（
感
染
し
て
い
な
い
方
の
ス

ト
レ
ス
も
非
常
に
大
き
い
）。

・ 

療
養
中
で
、
相
談
相
手
が
い
な
く
辛

い
。

・ 
本
当
に
良
く
な
る
の
か
不
安
。

・ 
自
宅
待
機
で
孤
立
感
を
強
く
感
じ
て

い
る
。

・ 

感
染
後
、倦
怠
感
、味
覚
障
害
が
残
っ

て
い
る
。

・ 「
今
後
良
く
な
ら
な
い
」
等
の
情
報
を

聞
く
と
惑
わ
さ
れ
て
辛
く
な
る
。

●
職
場
復
帰
へ
の
不
安

・ 

職
場
の
人
の
視
線
が
あ
り
、
復
職
す

る
こ
と
が
怖
い
。

・ 

自
宅
療
養
し
た
こ
と
に
よ
る
体
力
低

下
に
よ
り
、
復
帰
に
不
安
が
あ
る
。

・ 

感
染
し
た
こ
と
に
対
す
る
周
囲
の
目

や
反
応
が
気
に
な
る
。

② 

医
療
・
福
祉
従
事
者
の
ス
ト
レ
ス
の

向
き
合
い
方
や
対
応
方
法

●
情
報
を
収
集
す
る
こ
と

・ 

社
会
情
勢
や
傾
向
の
最
新
の
情
報
を

把
握
し
、
正
し
く
恐
れ
る
。

会
全
体
で
乗
り
切
っ
て
い
こ
う
と
い

う
向
き
合
い
方
を
大
切
に
す
る
。

③ 

職
場
や
同
僚
同
士
で
ス
ト
レ
ス
と

向
き
合
う
た
め
の
ヒ
ン
ト

●
ス
タ
ッ
フ
の
思
い
を
共
有

・ 

ス
ト
レ
ス
に
な
る
事
案
、
関
わ
り
方
、

対
応
方
法
な
ど
を
共
有
し
、
一
人
で

抱
え
な
い
よ
う
に
す
る
。

・ 

同
僚
や
仲
間
も
同
じ
気
持
ち
で
悩
ん

で
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
ま
ず
は
、

辛
さ
や
対
応
の
工
夫
な
ど
ざ
っ
く
ば

ら
ん
に
話
す
こ
と
や
、
お
互
い
を
労

う
気
持
ち
や
少
し
の
気
遣
い
（
今
日

疲
れ
て
な
い
？
な
ど
）
が
大
切
。
そ

し
て
、
程
よ
い
距
離
間
も
必
要
。

●
そ
の
他

・ 

ス
タ
ッ
フ
や
管
理
者
な
ど
働
い
て
い

る
全
員
が
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
基

本
的
な
知
識
を
持
ち
、
共
通
理
解
が

あ
る
職
場
を
作
る
。

◆　
　

◆　
　

◆

　

県
で
は
、
今
後
も
、
医
療
や
福
祉
の

現
場
の
皆
様
が
心
の
健
康
を
保
ち
、
安

心
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

 

（
県
が
ん
・
疾
病
対
策
課
）

相談者の不安に耳を傾ける

新型コロナウイル
ス感染症等による
「こころのケア」
県HPでは、ストレス
について知ること、
こころをケアするた
めのヒントが紹介さ
れています。

医療機関・
福祉施設従事者向け
こころの電話相談
☎03－6276－0491

受付時間
平日13時から17時
（最終受付16時45分）
（祝日・休日・12月29日
から１月３日を除く）

【相談窓口のご案内】
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日本国内でのボランティア活動中のケガや賠償責任を補償!!

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

ボランティア行事用保険 福祉サービス総合補償送 迎 サ ービス 補 償

ボランティア活動保険

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険） （傷害保険） （傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課
ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

〈引受幹事
保険会社〉

（ふくしの保険ホームページ）

商品パンフレットは
コチラ

令和４年度

保険金額・年間保険料（１名あたり）保険金額・年間保険料（１名あたり）

ケ
ガ
の
補
償

年間保険料

賠
償
責
任

の
補
償

死亡保険金
基本プラン 天災・地震補償プラン

1,040万円
1,040万円（限度額）
6,500円
65,000円
32,500円

5億円（限度額）

後遺障害保険金
入院保険金日額

4,000円
補償開始日から10日以内は補償対象外（＊） 初日から補償

350円 500円

通院保険金日額
特定感染症

地震・噴火・津波による死傷
賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術
外来の手術

手術
保険金

保険金の種類
プラン

＊4月1日付で前年度から継続して契約される場合は初日から補償します。

団体割引20％適用済／過去の損害率による割増引適用
【新設】特定感染症
重点プラン

550円

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の 9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

＜基本プランに加入される方へ＞

◆年度途中でボランティア活動保険に加入する場合には「特定感染
　症重点プラン」への加入をおすすめします。

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は、「ボランティア活動保険パンフレット」にてご確認ください。●

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

〈SJ21-10723より抜粋して作成〉

NE
WS

●生活困窮の妊婦　産科初診料が無料に
　国が生活に困窮する妊婦の支援を令和５年度から本
格化させることが分かった。
　住民税非課税や、直近で収入が大幅に減少した世帯
の妊婦を対象に、産科の初診料に対し１万円を上限に
補助する。経済的理由で産科の受診をためらい、妊娠
や出産の際に母子に危険が及ぶのを防ぐねらいがある。

● 厚労省「強度行動障害を有する者の地域支援体
制に関する検討会」を立ち上げる

　厚生労働省は、自閉症を伴う知的障害者の一部にみ
られる自傷行為などの「強度行動障害」をめぐり、障
害者の住まいや生活支援にあたる人材育
成のあり方に関する検討会「強度行動障
害を有する者の地域支援体制に関する検
討会」を10月４日に立ち上げた。

●生活保護申請件数　３カ月連続で上昇　
　厚生労働省は10月５日に、７月の生活保護申請件数
は２万2016件で、前年同月と比べ6.1％上昇したこと
を発表した。増加は３カ月連続だった。

●環境省　全国のごみ屋敷件数を初調査
　環境省は、大量のごみを敷地内に放置し近隣住民と
のトラブルの原因となる「ごみ屋敷」について、全国
の市区町村を対象とした初めての件数調査に着手した。
　各地の課題を集約し、住人の自立支援といった解決
に向けた自治体の取り組みを後押ししたい考えがある。

●県議会　当事者目線の障害福祉　全会一致で条例可決
　県議会は、10月14日の本会議で「県当事者目線の障
害福祉推進条例案」を全会一致で可決した。条例は
「障害者が障害を理由とするいかなる差別や虐待を受
けることなく、誰もが喜びを実感できる地域共生社会
の実現」を掲げる。

●静岡市災害ＶＣに職員派遣
　台風15号の被災者支援のために立ち上げられた静岡
市災害ボランティアセンターの運営支援として、関東
甲信越静ブロック都県指定都市社協の協定に基づく、
職員の応援派遣が行われている。
　派遣は１クール５日間で、県内では本会と市町村社
協で29名が派遣された。（10月31日現在）

2022年９月26日～10月25日　　　
※新聞等掲載時点
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❖チームオレンジとは

　認知症サポーターが認知症に対する正しい理解を得
たことを契機に、それぞれが自主的に行ってきた活動を
さらに一歩進め、地域で暮らす認知症の本人や家族の
困りごとなどの支援ニーズと認知症サポーターを結び
つける取り組みです。
　県では、2018年度より、認知症サポーターに呼びか
け、具体的なボランティア活動を行うオレンジパート
ナーの養成を実施し、全国に先駆けてチームオレンジの
立ち上げに取り組んでいます。

❖チームオレンジの立ち上げ

　チームオレンジのオレンジパートナーや認知症サポー
ターは、まずチームメンバーになるためのステップアッ
プ研修を受講する必要があります。１つのチームは、ご
本人の住む場所まで歩いて集まることのできるメン
バーで構成することが望ましいとされています。居住地
の市町村で認知症の人等の「困りごと」を把握し、ご本
人一人ひとりの「困りごと」に合わせて地域のチームオ
レンジコーディネーターがチームを作ります。

【問合せ先】オレンジパートナー担当（火・木10時～16時）
☎045－548－8081　Mail orenjikazoku@gmail.com

❖チームオレンジのメンバー構成

　チームオレンジは、認知症のあるご本人と家族、住民
サポーター、各職域サポーター（薬剤師、銀行・郵便
局員、スーパー・コンビニの店員、美容院・理髪店、公
共交通機関の職員、新聞・牛乳の配達員等）、医療従事
者、福祉従事者、民生委員など、街の様々な人たちで
構成されます。
　活動の内容は、外出支援、見守り・声掛け、話し相手、
自宅へ出向く出前支援等多岐にわたると考えられます。
メンバーのだれもが楽しみながら役割を果たし、ひきこ
もりがちな生活になることを未然に防ぐとともに、家族
が孤立しないような取り組みを行うことを目指します。

❖チームオレンジの一員として活動するには

　メンバーになるためのステップアップ研修（表）は、市
町村で実施するほか、オレンジパートナーを対象には県
が研修を行います。研修の内容は「チームオレンジの
趣旨の理解」「チームオレンジで活動するために必要な
知識・対応のスキル」「認知症の人の意思決定支援」が
上げられます。ご興味のある方は是非ご参加ください！！

◎ このコーナーでは、子育てや障害、認知症・介護当事者等の目線から、普段の暮らしに役立つ「おすすめ」なものを紹介します。

　2025年に認知症の人が全国で700万人、65歳以上の人
の５人に１人がなると言われて久しいですが、その時
が３年後に迫ってきました。認知症の人が住み慣れた
街で顔見知りの人たちと住み続けるために、これまで
も認知症サポーター養成講座を開催して、認知症の理
解を深め、認知症の人を特別視しないように備えてき
ましたが、養成した認知症サポーターの活用が上手く
進まない状況がありました。そこで、2019年、チーム
オレンジがつくられました。
（認知症サポーターは、2022年６月30日現在、全国で
13,912,513人養成されています）

チームオレンジにご参加ください！

❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖

 今月は
⇨ 認知症の人と家族の会　神奈川県支部
 がお伝えします !　

〈連絡先〉〒221‒0825　横浜市神奈川区反町３‒17‒２
　　　　　　　　　　  神奈川県社会福祉センター５F
　　　　 TEL 045‒548‒8061　FAX 045‒548‒8068
　　　　 毎週（月）（水）（金）10時から16時

　認知症の人と家族の会は1980年に、神奈川県支部は1981年に発
足。以来今日まで、介護家族のつどい、電話相談、会報の発行、啓蒙
活動、調査研究、行政への要望などを行ってきました。

オレンジパートナーネットワーク
　市町村のステップアップ研修の実施予定、
ボランティア活動の募集情報などがご覧い
ただけます

かながわ認知症ポータルサイト
　認知症の基礎知識、相談窓口、研修・講
座の情報等が掲載されています

（表）チームオレンジに関する研修等の内容

No 研修等 目　的 対象者・実施者

１ オレンジチュー
ター養成講座

チームオレンジコ
ーディネーター研
修の講師を養成

都道府県が推薦する者
【受託機関】

２
オレンジコーデ
ィネーター養成
講座

チームオレンジの
効果的な活動方法
や運営のノウハウ
等を伝達

コーディネーターと
なる者
【都道府県】

３ ステップアップ
講座

チームオレンジの
メンバーを養成

認知症サポーター、
オレンジパートナー
【都道府県・市町村】

 （厚労省HPをもとに作成）
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子
育
て
支
援
を
進
め
な
が
ら
、
母
子
の
生
活
と
自
立
を
支
援
す
る
母
子
生

活
支
援
施
設
―
。
今
回
は
、
横
浜
市
に
あ
る（
福
）た
す
け
あ
い
ゆ
い
が
運
営
す

る
睦
母
子
生
活
支
援
施
設
（
通
称
、
睦
ハ
イ
ム
）
を
訪
問
し
、
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。

　

母
子
生
活
支
援
施
設
は
、
子
ど
も
を

養
育
し
て
い
る
母
子
家
庭
や
、
何
ら
か

の
事
情
で
離
婚
の
届
出
が
で
き
な
い
な

ど
、
母
子
家
庭
に
準
じ
る
家
庭
の
女
性

が
、
子
ど
も
と
一
緒
に
利
用
で
き
る
施

設
で
、
以
前
は
「
母
子
寮
」
と
呼
ば
れ

て
い
た
児
童
福
祉
施
設
で
す
。
県
内
に

は
、
現
在
10
カ
所
（
横
浜
市
８
カ
所
、

川
崎
市
１
カ
所
、
相
模
原
市
１
カ
所
）

の
施
設
が
あ
り
ま
す
。

　

入
所
す
る
世
帯
は
、
夫
か
ら
の
Ｄ
Ｖ

被
害
を
理
由
と
す
る
場
合
が
最
も
多
く

な
っ
て
い
ま
す
が
、
離
婚
調
停
中
の
人

や
こ
れ
か
ら
出
産
を
控
え
て
い
る
人
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
背
景
の
あ
る
方
が
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
年
は
、

障
害
の
あ
る
方
や
、
外
国
籍
の
方
の
利

用
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
母
子
生
活
支
援
施
設
は
、
原

則
と
し
て
母
子
が
一
緒
に
入
所
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
睦
ハ
イ
ム
は
、

横
浜
市
妊
娠
期
支
援
事
業
と
し
て
、
出

産
に
備
え
た
支
援
を
行
う
た
め
、
妊
娠

中
の
方
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

　
「
妊
娠
か
ら
出
産
の
時
期
に
公
的
な

支
援
を
受
け
な
が
ら
安
心
し
て
過
ご
す

こ
と
が
で
き
る
の
は
、
母
子
生
活
支
援

施
設
し
か
な
い
と
思
い
ま
す
。
一
般
の

家
庭
で
も
出
産
の
準
備
や
産
後
は
大
変

で
す
が
、
家
庭
の
事
情
を
抱
え
て
い
る

母
子
に
と
っ
て
は
、
な
お
さ
ら
で
す
。

特
に
は
じ
め
て
の
出
産
の
場
合
は
、
経

験
し
て
み
な
い
と
何
が
大
変
な
の
か
も

分
か
ら
な
い
で
す
し
」
と
職
員
の
方
は

言
い
ま
す
。

　
「
支
援
す
る
立
場
で
は
、
人
生
で
大
切

な
時
に
伴
走
で
き
る
の
は
、
こ
の
仕
事

を
選
ん
で
よ
か
っ
た
と
実
感
で
き
る
瞬

間
で
も
あ
り
ま
す
」
と
語
り
ま
す
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
は
な
い
支
援

　

母
子
生
活
支
援
施
設
に
入
所
す
る
に

は
、
行
政
の
窓
口
に
相
談
し
、
利
用
申

し
込
み
を
し
ま
す
。「
事
前
に
行
政
か

ら
、
利
用
者
世
帯
の
生
活
状
況
等
が
書

か
れ
た
書
類
が
来
る
の
で
す
が
、
実
際

に
は
、
ご
本
人
と
一
緒
に
や
っ
て
み
な

い
と
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
で
す
。

買
い
物
一
つ
に
と
っ
て
も
、
一
緒
に
買

い
物
を
し
て
は
じ
め
て
ご
本
人
の
生
活

上
の
価
値
観
が
見
え
て
き
ま
す
。
先
ず

は
あ
り
の
ま
ま
の
利
用
者
を
受
け
止
め
、

そ
の
後
、
支
援
の
方
法
を
考
え
て
い
く

形
に
な
り
ま
す
が
、
難
し
い
仕
事
で
も

あ
り
ま
す
」
と
職
員
の
方
は
言
い
ま
す
。

は
じ
め
の
う
ち
は
、
職
員
の
思
い
が
通

じ
な
い
も
ど
か
し
さ
を
感
じ
る
と
と
も

に
「
私
た
ち
に
、
幸
せ
や
満
足
の
価
値

観
が
問
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」

と
自
問
自
答
す
る
日
が
続
き
ま
す
。

　

母
子
生
活
支
援
施
設
は
、
個
々
の
事

情
や
状
況
に
よ
り
求
め
ら
れ
る
支
援
が

一
律
で
は
な
く
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
対
応

で
き
る
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
場
合
「
同
じ
よ
う
に
自
問
自
答
を

し
て
き
た
経
験
の
あ
る
同
僚
、
先
輩
職

員
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
、
母
子
生
活
支

援
施
設
協
議
会
（
県
社
協
）
の
研
修
な

ど
で
得
ら
れ
た
情
報
な
ど
を
元
に
、
対

応
し
て
き
ま
し
た
。
疑
問
な
点
は
自
分

か
ら
積
極
的
に
質
問
し
、
教
え
て
も
ら

う
姿
勢
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
」
と
職

員
の
方
は
言
い
ま
す
。

　
「
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
な
い
支
援
は
、
確
か

に
大
変
な
こ
と
で
す
が
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン

サ
ー
ビ
ス
と
い
う
福
祉
の
仕
事
の
醍
醐

味
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
施
設
長

の
大
河
内
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

　

職
員
の
皆
さ
ん
は
、「
自
立
」
の
意
味

を
立
ち
返
っ
て
考
え
る
こ
と
も
た
び
た

び
あ
る
そ
う
で
す
。「
一
般
的
に
は
、
仕

事
を
持
ち
生
計
を
立
て
て
、
自
分
の
収

入
で
家
計
を
運
営
し
、
子
育
て
を
し
て

い
く
こ
と
が
自
立
と
捉
え
ら
れ
る
の
で

し
ょ
う
が
、
そ
の
こ
と
が
難
し
い
人
も

い
ま
す
。
ご
本
人
に
合
う
最
善
の
方
法

で
生
活
で
き
る
こ
と
自
体
が
自
立
と
考

え
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
」。

　

睦
ハ
イ
ム
で
は
、
職
員
同
士
が
お
互

い
に
気
軽
に
質
問
で
き
、
チ
ー
ム
で
教

え
合
う
雰
囲
気
が
あ
る
そ
う
で
す
。
良

い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
築
け
て
い

る
理
由
に
つ
い
て
伺
う
と
、
職
員
の
皆

さ
ん
か
ら
は
「
大
河
内
施
設
長
の
作
っ

た
美
味
し
い
ご
飯
を
一
緒
に
食
べ
て
い

る
か
ら
！
」
と
即
座
に
返
っ
て
き
ま
し

た
。
特
に
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
や
豚
汁
は
、

職
員
が
真
似
で
き
な
い
絶
品
な
の
だ
そ

う
。「
行
事
や
食
材
の
寄
付
を
受
け
た
と

き
、
利
用
者
も
含
め
一
緒
に
食
事
を
す

る
時
間
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
は
距
離

が
縮
ま
り
ま
す
し
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

母
親
と
子
の
安
心
し
た
生
活
に
向
け
て

〜
母
子
生
活
支
援
施
設
の
現
場
か
ら
〜

 
 

－

社
会
福
祉
法
人
た
す
け
あ
い
ゆ
い
・
睦
ハ
イ
ム（
横
浜
市
南
区
）

あなたの職場

居室のダイ
ニングと子
どもたちの
学習室
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ン
が
取
り
や
す
く
な
っ
て
信
頼
関
係
が

築
け
ま
す
。『
同
じ
釜
の
飯
を
食
う
』
と

い
う
言
い
方
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
を

実
感
し
て
い
ま
す
」。

地
域
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

　

母
子
生
活
支
援
施
設
は
、
施
設
の
利

用
者
を
Ｄ
Ｖ
被
害
な
ど
か
ら
守
る
た

め
、
施
設
の
所
在
地
は
非
公
表
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
社
会
と
の
接

点
が
絶
た
れ
て
い
る
施
設
だ
と
思
わ
れ

が
ち
で
す
が
、
睦
ハ
イ
ム
は
地
域
と
の

交
流
を
活
発
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
時
間
を
か
け
て
、
自
治
会
の
行
事
に

利
用
者
の
方
と
一
緒
に
参
加
し
て
い
き

ま
し
た
。
地
域
で
子
ど
も
食
堂
が
始
ま

る
と
き
も
、
施
設
の
専
門
性
を
理
解
し

て
く
れ
て
、
声
を
か
け
て
も
ら
い
、
運

営
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
今
で
は
４
つ

の
団
体
と
協
働
で
毎
週
子
ど
も
食
堂
を

運
営
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
私
た

ち
は
、
得
意
分
野
で
あ
る
子
ど
も
相
手

の
遊
び
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
地
域
の

皆
さ
ん
と
と
も
に
活
動
を
し
て
い
ま
す
」。

　

地
域
と
の
交
流
で
は
、
職
員
の
意
識

に
変
化
が
出
て
き
た
そ
う
で
す
。「
地
域

交
流
活
動
な
ど
で
関
わ
っ
た
方
と
、
地

域
で
お
会
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
際
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
る
の
で
、

こ
の
施
設
で
仕
事
を
し
て
い
る
こ
と
を

誇
り
に
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
地
元
に
お
い
し
い
店
が
あ
る
と

教
え
て
も
ら
う
と
『
こ
の
お
店
、
利
用

者
さ
ん
の
雇
用
の
場
に
な
ら
な
い
か

な
。
あ
の
利
用
者
さ
ん
な
ら
向
い
て
い

る
か
も
』
と
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
の

中
で
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」。

◆　
　

◆　
　

◆

　

最
後
に
、
職
員
の
皆
さ
ん
か
ら
、
こ

れ
か
ら
福
祉
の
仕
事
に
就
き
た
い
方
、

特
に
母
子
生
活
支
援
施
設
で
仕
事
を
し

て
み
た
い
と
い
う
人
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
伺
い
ま
し
た
。「
未
経
験
で
入
職
し
た

後
も
、
継
続
し
て
専
門
知
識
を
蓄
え
、

学
び
と
経
験
を
深
め
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
母
子
を
支
え
る
た
め
に
、

自
分
の
身
体
と
心
を
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
で

き
る
こ
と
も
求
め
ら
れ
ま
す
。
み
ん
な

で
成
長
で
き
る
よ
う
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

て
い
き
ま
す
！
」
と
力
強
い
言
葉
が

返
っ
て
き
ま
し
た
。

　

苦
労
を
重
ね
て
支
援
を
続
け
て
い
る

職
場
だ
か
ら
こ
そ
の
職
員
の
誇
り
、
次

世
代
の
職
員
育
成
に
向
け
て
の
使
命
感

が
あ
る
と
実
感
し
ま
し
た
。（
企
画
課
）

社会福祉施設
総合損害補償しせつの損害補償 インターネットで保険料試算できます

ふくしの保険 検索

令和４年度

プラン１１ （賠償責任保険、動産総合保険等）

プラン 22
プラン33
プラン44

❶ 基本補償（賠償・見舞）

損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課
TEL：０３（３３４９）５１３７

〈引受幹事
保険会社〉

受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者 取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

●この保険は全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約（賠償責任保険、医師賠償責任保険、看護職賠償責任保険、雇用慣行賠償責任保険、役員賠償責任保険、サイバー保険、普通傷害保険、
労働災害総合保険、約定履行費用保険、動産総合保険、費用・利益保険）です。

老人福祉施設、
障害者支援施設、
児童福祉施設などに

スケールメリットを活かした割安な保険料でスケスケールメリットをを活かしたた割安な安な保な保保険料険料でで
充実補償をご提供します充充実補実補償償をご提供補償をご提ご提供提供しますします！！
スケールメリットを活かした割安な保険料で
充実補償をご提供します！

◆加入対象は、社協の会員である
社会福祉法人等が運営する社会
　福祉施設です。

▶保険金額

身体賠償（１名・１事故）
基本補償（A型）
2億円・10億円 2億円・10億円
2,000万円
200万円
20万円
1,000万円
1,000万円

500万円

2,000万円
200万円
20万円
1,000万円
1,000万円

500万円
1事故10万円限度 1事故10万円限度

死亡時100万円
入院時 1.5～7万円
通院時 1～3.5万円

見舞費用付補償（B型）

財物賠償（１事故）
受託・管理財物賠償（期間中）
うち現金支払限度額（期間中）
人格権侵害（期間中）

2,000万円 2,000万円徘徊時賠償（期間中）
身体・財物の損壊を伴わない経済的損失（期間中）

事故対応特別費用（期間中）
被害者対応費用（１名につき）

傷害見舞費用

賠
償
事
故

お
見
舞
い
等

保険期間１年

新型コロナウイルスを含む特定感染症に新たな補償が追加されました！

❶休業や縮小営業による収益減少はもちろん、収益減少を防止・軽減する
　ための人件費なども補償
❷消毒・清掃費用や自主的なPCR検査費用など、かかった費用を幅広く補償
❸感染症対応特別費用で定額20万円を早期に受取り

施設の感染症対応費用補償
休業補償から各種対応費用までワイドな安心

NEW

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は「しせつの損害補償」手引またはホームページをご参照ください。●

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

（SJ21-12224から抜粋）

お話を伺った職員の皆さん
左から、中川さん、大塲副施設長、
大河内施設長、茨田さん
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地
域
福
祉
の
推
進
を
使
命
と
す
る
本

会
に
は
、
県
全
域
の
福
祉
関
係
者
や
医

療
・
保
健
等
関
連
分
野
の
関
係
者
が
会

員
と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
が
、
本
会

の
活
動
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
民
間
企
業

も
「
賛
助
会
員
」
と
し
て
参
加
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
号
で
は
、
賛
助

会
員
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

「
働
く
意
欲
」
に
光
を
あ
て
る

　

綾
瀬
市
に
本
社
工
場
を
置
く
（
株
）

栄
和
産
業
は
、
昭
和
49
年
設
立
、
主
に

バ
ス
や
油
圧
シ
ョ
ベ
ル
等
の
金
属
部
品

を
生
産
し
て
お
り
、「
深
絞
り
」
と
い
う

技
術
が
強
み
の
企
業
で
す
。
年
齢
、
性

別
、
国
籍
を
問
わ
ず
多
様
な
人
材
を
積

極
的
に
雇
用
し
て
お
り
、
現
在
は
18
歳

か
ら
82
歳
ま
で
の
１
７
６
名
が
働
い
て

い
ま
す
。

　

栄
和
産
業
で
は
障
害
の
あ
る
従
業
員

の
雇
用
、
職
場
実
習
の
受
け
入
れ
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
社
長
の

伊
藤
正
貴
さ
ん
に
よ
る
と
、
そ
の
き
っ

か
け
は
「
お
お
よ
そ
半
数
の
企
業
が
法

定
雇
用
率
を
達
成
し
て
い
る
の
に
自
社

は
達
成
し
て
い
な
い
」
こ
と
か
ら
で
し

た
が
、
実
習
生
を
受
け
入
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
多
く
の
気
づ
き
が
あ
っ
た
と
話

し
ま
す
。「
障
害
の
あ
る
方
も
な
い
方
も

個
性
を
尊
重
し
、多
様
な
人
材
が
活
躍
で
き
る
社
会
を
目
指
し
て

－（
株
）栄
和
産
業
に
よ
る
未
来
創
造
へ
の
挑
戦

新
入
社
員
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
は
同

じ
。
学
生
時
代
の
学
び
や
得
意
な
こ
と

の
違
い
に
よ
る
差
は
あ
る
が
、
互
い
に

教
え
合
う
こ
と
で
成
長
し
て
い
く
」
と
、

各
々
の
従
業
員
が
十
分
に
力
を
発
揮
で

き
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
を
大
事
に
し

て
い
ま
す
。「
企
業
の
社
会
的
責
任
の
た

め
に
障
害
者
を
雇
用
す
る
の
で
は
な

い
。
本
人
の
働
き
た
い
と
い
う
意
欲
に

光
を
あ
て
、
と
も
に
働
く
人
材
と
し
て

と
ら
え
る
」
と
い
う
考
え
の
も
と
、
現

在
16
名
を
雇
用
し
て
い
ま
す
。

「
で
き
る
こ
と
」
を
仕
事
に
し
て
い
く

　

あ
る
時
、
重
度
の
知
的
障
害
の
あ
る

男
性
と
家
族
か
ら
、
栄
和
産
業
で
働
き

た
い
と
い
う
相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
入
社
当
初
、
本
人
と
は
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
も
難
し
い
状
態
で
、
試
し

に
荷
札
の
貼
り
付
け
作
業
に
取
り
組
ん

で
も
ら
い
ま
し
た
。
本
人
が
熱
心
に
努

力
し
、
結
果
を
出
し
て
い
く
姿
を
み
て
、

伊
藤
さ
ん
は
本
人
に
ど
の
よ
う
な
仕
事

を
し
て
も
ら
う
か
思
い
を
巡
ら
せ
ま
し

た
。
荷
札
作
業
だ
け
で
は
企
業
と
し
て

の
採
算
性
が
厳
し
い
た
め
、
テ
プ
ラ
を

使
っ
た
作
業
や
パ
ソ
コ
ン
操
作
な
ど
を

試
し
て
も
ら
い
、
本
人
の
得
意
な
こ
と
、

強
み
を
探
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
名
刺
作
成
作
業

に
発
展
。
栄
和
産
業
内
に
「
名
刺
事
業

部
」
を
開
設
し
、
行
政
職
員
、
福
祉
事

業
所
な
ど
の
顧
客
を
獲
得
し
て
、
新
た

な
仕
事
を
創
り
出
し
ま
し
た
。

　

伊
藤
さ
ん
は
「
配
慮
す
べ
き
点
に
つ

い
て
は
も
ち
ろ
ん
考
え
て
い
ま
す
が
、

〝
で
き
な
い
こ
と
〞
を
数
え
る
の
で
は
な

く
、
仕
事
を
し
な
が
ら
何
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
か
を
探
し
て
い
く
こ
と
」
が

大
切
だ
と
し
「
法
定
雇
用
率
を
達
成
し

て
い
る
か
否
か
だ
け
で
な
く
、
従
業
員

が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
持
つ
こ
と
が
で

き
る
か
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
挑
戦
し

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
か
を
考
え
な
が

ら
、
誰
も
が
成
果
を
感
じ
ら
れ
る
機
会

を
作
り
た
い
」
と
信
念
を
話
し
ま
す
。

　

名
刺
事
業
部
で
活
躍
中
の
男
性
従
業

員
は
現
在
も
社
内
で
新
た
な
挑
戦
を
続

け
て
い
る
そ
う
で
す
。
こ
う
し
た
実
践

の
根
源
に
は
「
誰
も
が
対
等
な
関
係
で

関
わ
り
合
い
、
一
人
ひ
と
り
が
自
分
ら

し
い
貢
献
を
実
感
で
き
る
文
化
（
イ
ン

ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
）
の
創
造
」
を
掲
げ
る

企
業
理
念
が
あ
り
ま
す
。

地
域
と
一
緒
に
進
む

　

栄
和
産
業
で
は
、
従
業
員
の
約
４
分

の
１
が
外
国
人
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
月

に
３
回
、
本
社
工
場
の
社
員
食
堂
で
日

本
語
教
室
を
開
き
、
四
季
折
々
に
日
本

の
文
化
に
触
れ
る
イ
ベ
ン
ト
も
催
す
な

ど
日
常
生
活
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
女
性
が
活
躍
で
き
る
職
場
環
境
づ

く
り
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

他
に
も
地
域
貢
献
活
動
と
し
て
、
地
元

の
小
学
校
の
イ
ベ
ン
ト
や
特
別
授
業
へ

の
協
力
、
一
本
の
針
金
か
ら
創
作
す
る

「
ね
じ
ね
じ
く
ん
」
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
、
も
の
づ
く
り
企
業
な
ら
で
は
の
特

色
を
発
揮
し
た
多
彩
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

伊
藤
さ
ん
は
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
等
が
企
業
に
求
め
ら
れ
て

い
る
が
、
自
社
だ
け
で
な
く
、
地
域
の

企
業
が
一
緒
に
取
り
組
ん
で
い
け
る
よ

う
に
率
先
し
て
活
動
し
て
い
き
た
い
」

と
展
望
を
語
り
ま
す
。

　

日
々
の
暮
ら
し
の
安
心
や
充
実
は

様
々
な
社
会
・
経
済
活
動
と
密
接
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。本
会
で
は
、よ
り
多

く
の
企
業
の
方
々
と
一
緒
に
「
と
も
に

生
き
る
社
会
」
へ
の
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。（

総
務
課
）

産学連携で誕生した「ねじねじくん」と
伊藤社長（右）と企画部の荒巻さん（左）
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役員会のうごき

◇ 理事会＝10月24日(月)①正会員
の入会②経理規程の一部を改正す
る規程(案)

新会員紹介

【施設部会】多機能型事業所ジャン
プ

本会主催の催し

【関係者向け】
第79回母子福祉研修会

「子どもと家族を支えるために」
講師：関東学院大学
　　　教授　青木由美恵
◇ 日時＝令和5年1月20日（金）
　14時～16時
◇会場＝県民センター2階ホール
◇ 対象者＝民生委員児童委員、保護
司、社会的養護関係施設、保育
所、福祉事務所、児童相談所等の
公的機関、学校関係者等
　※ 各協議会のとりまとめはありま
せん。個別に直接お申し込みく
ださい。

◇定員＝100名
◇申込締切＝令和4年12月19日（月）
◇申込方法＝本会HPで確認
HP   http://knsyk.jp/c/sise
tu/0f3503e2c95ad33e6
69fc605b273a476#a04

関係機関・団体主催の催し

横浜いのちの電話
電話相談員ボランティア養成講座

　電話相談活動を行う認定ボラン
ティアの募集、選考を実施します。
◇ 内容＝1年間の養成コース全過程
を受講し、それぞれの研修課題を
達成し修了した人を、電話相談員
ボランティアとして認定する
◇ 費用＝申込手数料2,000円、研修
費用55,000円（宿泊研修費別途）

◇申込締切＝令和5年2月15日（水）
詳細はHPで確認
HP   http://www.yind.jp/

第1回社協のための広報紙講座
～全国社協広報紙コンクール2022～

第1回社協のための広報紙講座
◇ 日時＝令和5年2月28日（火）
13時30分～16時30分
◇開催方法＝オンライン
◇参加費＝3,000円
◇申込締切＝令和4年11月30日
◇申込方法＝HPから申込み
HP   https://www.shakyok
oho.print-for.com/

全国社協広報紙コンクール2022
※上記講座の参加社協が対象
◇対象＝市区町村社協広報紙
◇表彰＝最優秀賞、優秀賞、フォト
賞等（全てのエントリー広報紙へ
講評）
詳細、申込方法は上記HPで確認

寄附金品ありがとうございました

【県社協への寄附】山口靖之
【交通遺児等援護基金】山口靖之、
（株）テレコム、神奈川県自動車交
通共済協同組合､（株）エスホケン

【子ども福祉基金】山口靖之、脇隆
志、横浜市女性経営者懇話会､
（株）エスホケン

【ともしび基金】山口靖之
（匿名含め、合計11件1,262,050円）
【寄附物品】シニアクラブていけん
【ライフサポート事業】
〈寄附物品〉（Ｎ）セカンド・ハーベス
トジャパン
 （いずれも順不同、敬称略）

2020年で創立60周年 

〒236－0004
横浜市金沢区福浦2－1－12
TEL 045(785)1700
FAX 045(784)6902 http://www.kki.co.jp/
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かながわ
情報ほほっとっと

た
こ
と
で
、
利
用
者
様
と
の
接
し
方
、

職
員
同
士
の
連
携
の
大
切
さ
を
実
感
し

た
と
言
い
ま
す
。
卒
業
後
は
、
介
護
施

設
へ
の
就
職
、
保
育
士
、
歯
科
衛
生
士

を
目
指
す
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
で
人

の
役
に
立
て
る
仕
事
へ
進
み
ま
す
。
林

先
生
か
ら
は
「
自
信
を
持
っ
て
、
自
分

の
仕
事
を
や
れ
る
人
に
な
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
。
そ
し
て

「
高
齢
者
福
祉
研
究
大
会
と
い
う
プ
ロ

の
大
会
に
参
加
す
る
こ
と
は
、
生
徒
た

ち
に
と
っ
て
、
と
て
も
い
い
機
会
で
す
。

介
護
の
深
み
が
増
し
ま
す
。
ま
た
、
高

校
生
も
こ
ん
な
に
頑
張
っ
て
い
る
ん
だ
、

　

本
会
老
人
福
祉
施
設
協
議
会
で
は
、

高
齢
者
福
祉
施
設
職
員
に
よ
る
実
践
活

動
や
福
祉
の
プ
ロ
を
志
す
学
生
の
研
究

活
動
等
、
県
内
の
高
齢
者
福
祉
に
関
わ

る
取
り
組
み
の
実
践
発
表
を
通
し
、
と

も
に
学
び
合
い
、
高
齢
者
福
祉
の
最
前

線
を
社
会
に
発
信
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
毎
年
６
月
〜
７
月
に
「
か
な
が

わ
高
齢
者
福
祉
研
究
大
会
」
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

今
年
度
、
高
校
生
と
し
て
介
護
技
術

を
発
表
し
た
の
は
県
立
津
久
井
高
等
学

校
福
祉
科
三
年
生
の
生
徒
、
浅
田
真
悠

稀
さ
ん
、
金
子
妃
奈
乃
さ
ん
、
長
谷
川

大
空
さ
ん
の
３
名
で
す
。

　

内
容
は
、
左
半
側
空
間
無
視
が
あ
る

入
所
者
を
想
定
し
て
移
動
、
消
毒
、
給

水
、
着
替
え
を
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
面
会

を
行
う
と
い
う
課
題
を
検
討
し
、
ご
本

人
役
、
介
護
職
員
役
に
な
り
根
拠
を

持
っ
て
介
護
技
術
を
発
表
す
る
と
い
う

も
の
で
す
。
移
動
、
消
毒
で
は
、
自
立

支
援
を
意
識
し
、
飲
み
物
、
着
替
え
で

は
自
己
決
定
を
促
し
、
あ
え
て
不
自
由

な
左
側
か
ら
話
し
か
け
た
り
、
物
を
置

い
た
り
す
る
場
面
を
作
る
な
ど
、
今
後

の
在
宅
で
の
生
活
を
意
識
し
、
考
え
さ

せ
ら
れ
る
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
も
、
安
心
感
を
覚
え
る
発
表
で

し
た
。

　

同
校
は
、
こ
れ
ま
で
介
護
技
術
発
表

で
多
く
の
表
彰
を
受
け
て
お
り
、
今
年

度
は
全
国
高
校
生
介
護
技
術
コ
ン
テ
ス

ト
に
関
東
地
区
代
表
と
し
て
参
加
し
、

奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

担
当
さ
れ
て
い
る
福
祉
科
学
科
長
の

林
睦
先
生
は
「
利
用
者
様
を
大
切
に
思

う
、
誰
か
を
幸
せ
に
す
る
こ
と
が
私
た

ち
の
使
命
。
こ
こ
で
学
ん
だ
福
祉
の
知

識
、
介
護
の
技
術
で
、
誰
か
を
幸
せ
に

す
る
と
い
う
使
命
を
意
識
し
て
、
３
年

間
学
ん
で
欲
し
い
」
と
言
い
ま
す
。

　

発
表
し
た
生
徒
さ
ん
た
ち
は
、
日
々

の
学
習
の
成
果
を
活
か
し
な
が
ら
、
自

分
の
成
長
に
つ
な
が
る
機
会
と
捉
え
て

参
加
し
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、
参
加
し

第
20
回
か
な
が
わ
高
齢
者
福
祉
研
究
大
会　

介
護
技
術
発
表

神
奈
川
県
立
津
久
井
高
等
学
校
福
祉
科
（
相
模
原
市
）
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ご意見・ご感想を
お待ちしています！→

神奈川県立津久井高等学校
相模原市緑区三ケ木272－１
☎ 042‒784‒1053

「福祉の仕事は素晴らしい」
と生徒に伝える林先生

左から林先生、金子さん、浅田さん、
長谷川さん

と
い
う
ア
ピ
ー
ル
に
も
な

り
ま
す
」
と
言
い
ま
す
。

「
将
来
は
、介
護
の
プ
ロ
の

方
た
ち
と
一
緒
に
、
同
じ

課
題
で
競
え
る
よ
う
に
な

り
た
い
で
す
ね
」
と
笑
顔

で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

（
企
画
課
）
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